
地域再生計画 新旧対照表 
新 旧 

（略） 

 

３．地域再生計画の区域 

 笠岡市の区域の一部 

 （地方港湾 笠岡港、北木島港並びに第一種漁港 横江漁港、金風呂漁港）

 

４．地域再生計画の目標 

（略） 

本地域では、漁業関係者、住民、地元行政が一体となって漁業を中心とし

た町づくりを行っているところである。 

笠岡諸島においては、NPO 法人かさおか島づくり海社（がいしゃ）が水産

加工会社「島のこし」を設立し、三宅島（東京都）の火山灰を使った熟成干

物「灰干し」を商品化、島おこしの一貫として漁業者と協同活動が図られて

いる。 

 （略） 

横江漁港は、笠岡水域の干満潮位差が３．０ｍと非常に大きいにも関わら

ず、泊地の水深が確保されておらず、干潮時には出入港ができないなど、港

の利用が制限された状況であるとともに、高齢化が進む漁業者にとっても利

用が容易な物揚場（浮桟橋）に不足が生じている。また、当漁港では地元漁

業協同組合が主体となって、直販売施設を設置し漁業経営の安定と地産地省

促進による地域活性化も計画されているとこりであるが、一般公共道路から

直売施設計画地までの港内道路が未整備であり、漁港の使いやすさ向上だけ

でなく、直売施設への支援面からも港内道路整備が求められている。 
金風呂漁港は、離島である笠岡諸島の中心に位置し漁獲物の水揚げを本土

（略） 

 

３．地域再生計画の区域 

笠岡市の区域の一部 

（地方港湾 笠岡港、北木島港並びに第一種漁港 横江漁港） 

  

４．地域再生計画の目標 

（略） 

本地域では、漁業関係者、住民、地元行政が一体となって漁業を中心とし

た町づくりを行っているところである。 

 
 
 
 
             （略） 
横江漁港は、笠岡水域の干満潮位差が３．０ｍと非常に大きいにも関わら

ず、泊地の水深が確保されておらず、干潮時には出入港ができないなど、港

の利用が制限された状況であるとともに、高齢化が進む漁業者にとっても利

用が容易な物揚場（浮桟橋）に不足が生じている。また、当漁港では地元漁

業協同組合が主体となって、直販売施設を設置し漁業経営の安定と地産地省

促進による地域活性化も計画されているとこりであるが、一般公共道路から

直売施設計画地までの港内道路が未整備であり、漁港の使いやすさ向上だけ

でなく、直売施設への支援面からも港内道路整備が求められている。 
 



側に輸送する拠点港の役割を担っているが、既存物揚場は、整備から四十年

以上経過しており、老朽化により漁船等の安全係留及び陸揚げ作業への支障

が生じている。 

               （略） 

横江漁港では、港内の水深を確保し、潮待ち時間の無い機能的な係留場所

を確保するとともに、物揚場前面に浮桟橋を整備することにより、漁業者の

過酷な労働に対する軽労化を図る。また、港内道路の整備により、漁具や魚

の運搬作業の軽減や地域活性化に寄与する水産物直販売事業への支援が図

られる。 

金風呂漁港では、物揚場を整備し、またバリアフリー型浮桟橋を設置する

ことで、漁業従事者の軽労化及び安全性が向上し、漁業活動の活性化に寄与

することができる。 

               （略） 

目標２）バリアフリー型物揚場（水揚げ用浮き桟橋）の増加 
   笠岡港  （神島外浦地区） ６０％→平成２４年度：１００% 
   横江漁港 （神島地区）    ０％→平成２４年度： ７０％ 

   金風呂漁港（金風呂地区）  １４％→平成２４年度： ２６％ 
               （略） 

 

５．目標を達成するために行う事業 

 ５－１ 全体概要 
               （略） 

横江漁港では、船舶の出入港の潮待ち時間解消と安全な係留が可能とな

るよう泊地の整備を行うとともに、物揚場前面に浮桟橋を整備することに

より漁港利用者の軽労化を図る。また、港内道路を整備し、漁具や魚など

の運搬軽減や一般車両通行の安全を確保できるとともに、直売事業へ支援

 
 
 
             （略） 
横江漁港では、港内の水深を確保し、潮待ち時間の無い機能的な係留場所

を確保するとともに、物揚場前面に浮桟橋を整備することにより、漁業者の

過酷な労働に対する軽労化を図る。また、港内道路の整備により、漁具や魚

の運搬作業の軽減や地域活性化に寄与する水産物直販売事業への支援が図

られる。 
 
 
 
             （略） 
目標２）バリアフリー型物揚場（水揚げ用浮き桟橋）の増加 
   笠岡港  （神島外浦地区） ６０％→平成２４年度：１００% 
   横江漁港 （神島地区）    ０％→平成２４年度： ７０％ 
 
             （略） 

 
５．目標を達成するために行う事業 
 ５－１ 全体概要 
             （略） 

横江漁港では、船舶の出入港の潮待ち時間解消と安全な係留が可能とな

るよう泊地の整備を行うとともに、物揚場前面に浮桟橋を整備することに

より漁港利用者の軽労化を図る。また、港内道路を整備し、漁具や魚など

の運搬軽減や一般車両通行の安全を確保できるとともに、直売事業へ支援



も図られる。 
金風呂漁港では、物揚場の整備とバリアフリー型浮桟橋を整備すること

により安全な係留と陸揚げ作業等の軽労化が図られ、それらに伴う利便性

の向上により漁業活動の振興が図られる。 
               （略） 

 

 ５－２ 法第五章の特別の措置を適用して行う事業 
  港整備交付金を活用する事業 
   ［施設の種類と事業主体］ 
     ・港湾施設 （笠岡港、北木島港）    岡山県 
     ・漁港施設 （横江漁港、金風呂漁港＜ともに第一種漁港＞）笠

岡市 

   ［整備量］  
     ・港湾施設 物揚場、防波堤、浮桟橋 
     ・漁港施設 物揚場、道路、泊地、浮桟橋 
               （略） 

 

［港整備交付金の総事業費］ 

  ・総事業費 １，２４１，０００千円（うち交付金 ６３０，６００千円）

  港湾施設 １，０４０，０００千円（うち交付金 ５２１，０００千円）

  漁港施設   ２０１，０００千円（うち交付金 １０９，６００千円）

 
 ５－３ その他の事業 

「海づくり活動」目的：つくり育てる漁業・資源管理、魚場環境保全 
  ・海洋牧場事業（事業主体：県及び漁協） 
   活動内容：音で魚を飼い慣らして定着を図るとともに稚魚の発生から

も図れる。 
 
 
 
             （略） 
 
 ５－２ 法第五章の特別の措置を適用して行う事業 
  港整備交付金を活用する事業 
   ［施設の種類と事業主体］ 
     ・港湾施設 （笠岡港、北木島港）    岡山県 
     ・漁港施設 （横江漁港）        笠岡市 
 
   ［整備量］ 
     ・港湾施設 物揚場、防波堤、浮桟橋 
     ・漁港施設 物揚場、道路、泊地 
              （略） 
 

［港整備交付金の総事業費］ 

 ・総事業費 １，１３５，０００千円（うち交付金 ５６８，５００千円） 

  港湾施設  １，０４０，０００千円（うち交付金 ５２１，０００千円） 

漁港施設    ９５，０００千円（うち交付金  ４７，５００千円） 

             
 ５－３ その他の事業 
 「海づくり活動」目的：つくり育てる漁業・資源管理、魚場環境保全 

  ・海洋牧場事業（事業主体：県及び漁協） 
   活動内容：音で魚を飼い慣らして定着を図るとともに稚魚の発生から



親魚に至るまでの生育環境を整える魚場造成及び運営管理

  ・アマモ場の環境改善（事業主体：県及び笠岡市） 
  ・地産地省の鮮魚販売「朝市」（事業主体：漁協） 

・島のこし（事業主体：NPO 法人かさおか島づくり海社（がいしゃ））

活動内容：瀬戸内海の鮮魚と三宅島（東京都）の火山灰を使って熟成

干物「灰干し」を商品化し販売を始めた。 
（略） 

 
 
 
 
 
 

親魚に至るまでの生育環境を整える魚場造成及び運営管理 
  ・アマモ場の環境改善（事業主体：県及び笠岡市） 
  ・地産地省の鮮魚販売「朝市」（事業主体：漁協） 
 
 
 
             （略） 
 
 
 
 

 


